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それについては、こう言われています。「今日、あなたがたが神の声を聞くなら / 神に

背いた時のように / 心をかたくなにしてはならない 。」 一体誰が、聞いたのに背いたのか。

モーセに率いられてエジプトを出たすべての者ではなかったか。一体誰に対して、神は四

十年の間憤られたのか。罪を犯して、屍を荒れ野にさらした者にではなかったか。一体誰

に対して、ご自分の安息に入らせないと誓われたのか。従わなかった者に対してではなか

ったか。こうして、彼らが安息に入ることができなかったのは、不信仰のせいであったこ

とが分かります。だから、神の安息に入る約束がまだ残っているのに、入り損ねる者があ

なたがたのうちから出るなどといことがないように、注意しようではありませんか。とい

うのは、福音が告げ知らされているのは、私たちも彼らも同じだからです。しかし、彼ら

には聞いた言葉は役に立ちませんでした。彼らが、福音を信仰によって聞いた人々と、交

ざり合うことがなかったからです。（ヘブライ 3:15 ～ 4:2 ） 

 

著者は、「今日、あなたがたが神の声を聞くなら / 神に背いた時のように / 心をかたく

なにしてはならない」と忠告する。「一体誰が、聞いたのに背いたのか」と問い、「モー

セに率いられてエジプトを出たすべての者ではなかったか」と答えている。モーセに率い

られ、出エジプトをしたが、荒れ野をさまよい、食べ物に飢え、水に渇いた。民は奴隷で

はあったが、肉鍋を食べたエジプト時代を懐かしがり、「私たちをエジプトから上らせた

のは何のためだったのですか。私や子どもたちや家畜を渇きで死なせるためだったのです

か（出エジプト 17:4b ）」 とモーセに迫った。彼らは、神の守りの言葉を聞いていながら、

聞かなかったかのように、心を頑なにしたのである。著者は、「一体誰に対して、神は四

十年の間憤られたのか」と問い、「罪を犯して、屍を荒れ野にさらした者にではなかった

か」と答えている。イスラエルの民の不信仰の故に、神の憤りを買い、40年間、荒れ野を

彷徨い、多くの屍を晒して来た。また「一体誰に対して、ご自分の安息に入らせないと誓

われたのか」と問い、「従わなかった者に対してではなかったか」と答えている。モーセ

はシナイ山に登り、なかなか帰って来なかった。不安と恐怖に怯えた民は、アロンに我々

に先立って行く神々を造ってくれと言い寄った。アロンは金の耳輪を集め、金の子牛の像

を鋳造すると、民は喜んだ。アロンは祭壇を作り、民は献げ物をささげ、その前で、食い

飲みし、戯れた。シナイ山から下りて来たモーセは、偶像にひれ伏す民に怒りを発し、持

っていた十戒が刻まれた石板を打ち砕いた。「この日、民のうち三千人が倒れた（出エジ

プト 32:28 ）」 と伝えている。彼らは、まさに不信仰の故に、カナンの安息に入ることが

できなかった。この故事は、人間が偶像に走る状況をよく伝えている。人間は不安と恐怖

に襲われた時、それから逃れようと目に見える偶像に頼るのである。不安と恐怖は常に襲

って来るもので、私たちを真に生かす神に信頼し続けることは容易なことではない。神は、

私たちが信仰において神と向き合い、自立した人間になることを求めておられるが、偶像

に仕える者は、偶像に心と体が支配され、人間であることを失い、偶像の奴隷となる。著

者は、神の安息に入る約束が与えられているのに、入り損ねる者があなたがたのうちから

出ないようにと忠告している。先祖らは神の守りの言葉を聞いていたけれども、その言葉

を彼らは信じなかった。彼らが、信仰によって聞いた人々と交じり合うことがなかったか

らである。私たちも、神の安息に入る福音の約束を聞いている。約束を信じるところに約

束は実現するのである。 


